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○高度化する農業技術や環境と調和のとれた農業生産、多様化する流通・消費形態、高度情報化等に対応した農業経営者が地域で活躍
するとともに、農業・農村を担う組織づくりがなされ、地域農業の振興と活性化が図られている。
○食品産業界が求める農産物を生産し契約取引を行う農業者が増加し、産地が育成され、農家所得の向上が図られている。
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農政部 課・室

【現状】

○農業者に接し、新品種・新技術の実証展示ほを活用した生産指導や経営改善指導等に関する普及活動を通じて、自主的に課題解決で
きる農業者を育成し、農業・農村の持続的な発展を図っている。
○人・農地プランづくりや農業の６次産業化支援等、地域の新たな課題の解決に向けた普及活動を実施。
○食品企業等の実需者ニーズを的確に把握した契約取引を行う新たな産地づくりを推進するなど、時代の変化に対応した普及活動を展開
し、農業者の所得向上を図っている。

【目指す姿】

総　合　５　か　年　計　画（　し　あ　わ　せ　信　州　創　造　プ　ラ　ン　2.0　）

８つの
重点目標

②県民の豊かさ全国トップレベルを維持

～ E-mail nogi@pref.nagano.lg.jp

農業技術課

実施期間
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R3年度

R1年度

71,927
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<11項目の主な指標2>
１等米比率

% 96 95

事　業　名

180

事業番号

総合的に展開
する重点政策

2-4 収益性と創造性の高い農林業の推進 3-7 先端技術の積極的な活用・導入

【実施内容】

○県と国が協同した農業改良普及事業の実施

事業の現状・
目指す姿

（予算編成時）
及び実施内容
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<11項目の主な指標1>
新規就農者数

名

今後、事業をど
のようにしていき

たいか

課題等 今後の方向性

農業者の所得向上、地域の担い手育成のため、農業関係試験場と
連携した新技術・新品種の普及や農業経営の支援が必要。
コロナ禍においても、多様化する実需者ニーズに対応し、経営に活
かせる農業者及び産地の育成が必要。

AI・ICT等の先端技術やみどりの食料システム戦略を踏まえた新しい
普及指導活動を推進し、スマート農業やカイゼン手法の導入、環境
にやさしい農業の普及推進を図る。
地域で求められる技術の推進や地域の合意形成、新規就農者の育
成や気象災害への対応等の取組を強化する。
Web等を用いた商談会や個別商談などにより、実需者とのマッチング
を支援し、新規契約取引件数目標を達成するため、活動を進める。

主な取組

〇新たな経営改善手法の導入
・７戸のモデル経営体でトヨタ式カイゼン手法に取り組むとともに、カイゼン塾を３回実施し、各農業農村支援センターにおいて現地テーマ
に取り組むことで農業者の経営改善を支援
〇新規就農の支援
・農業大学校研修部で就農希望者向けに就農体験研修、新規就農里親前基礎研修、新規就農里親研修を実施し、のべ74名が参加
〇技術指導による１等米比率全国１位の達成のための活動
・品質低下を招く斑点米の発生を防止するため、カメムシ対策等の技術指導を実施
・施肥改善、高温障害対策、適期収穫による品質向上の推進
〇県オリジナル果樹品種の作付促進
・県オリジナル品種であるリンゴ「シナノリップ」、ブドウ「クイーンルージュⓇ」等の作付拡大による果樹経営体の収益性向上を図るため、品
種検討会を開催
〇スマート農業の推進
・令和元年に県が導入した先端機器７種125台を154名の農業者等に無償で貸し出し、導入促進を図った。
・リモコン式畦畔草刈機の実演会を15回、農作業動画等を活用したミニ講習会を88回開催

1.第３期食農計画の目標達成に向けて、農業農村支援センターが重点的に取り組む指標の平均進捗率を指標として設定。

2.①のうち、普及活動での重要度が高い新規就農者数の確保を指標として設定。

3.①のうち、普及活動での重要度が高い１等米比率全国トップクラスの維持を指標として設定。

4.①のうち、普及活動での重要度が高い県果樹試験場開発のオリジナル品種（シナノリップ、クイーンルージュⓇ）の面積拡大を指標として
設定。

達成状況
の分析

5.契約取引を行う新たな産地づくりを進めるため、新規契約取引成約件数を指標として設定。

1.中核的経営体の更なる育成、県オリジナル果樹品種の栽培面積等の増加により、目標を上回った。

5.新型コロナウイルス感染症の影響で実需者からの要望や対面での商談機会が減少したため、目標を達成できなかった。

2.就農相談会の開催等により新規就農者が増加したが、他産業における雇用情勢との競合により目標を下回った。

3.天候不順により長野県の作況が平年を下回るとともに、全国的に一等米比率が低下したため、目標を達成できなかった。

4.品種検討会の開催等により栽培面積が大幅に増加し、目標を上回った。
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1 農業改良普及事業費

事業番号 細事業一覧 （令和３年度実施事業分） □当初要求　□当初予算案 　□補正予算案　■点検

事　業　名 課・室 農業技術課

No. 細事業を構成する主な取組 実施 方法 令和３年度　実施内容（実績）

1

細事業
No.

直接1 農業改良普及運営費
県下10所の農業農村支援センターに普及指導員を配置して地域における課題を解
決するため、普及活動を展開した。

No. 細事業を構成する主な取組 実施 方法 令和３年度　実施内容（実績）

2

細事業
No.

細事業名
R1年度
決算

R2年度
決算

R3年度
決算

農業改良普及事業費
17,399 6,053 12,626

千円 千円 千円

細事業名
R1年度
決算

R2年度
決算

R3年度
決算

中山間地域農業新需要創出事業3

直接

715 529 523

千円

1

細事業
No.

実施 方法 令和３年度　実施内容（実績）

中山間地域農業新需要創出
事業

直接

No. 細事業を構成する主な取組

・契約取引に向け、生産拡大を図るための伝統野菜等の展示ほを４か所設置
・商談会や実需者ニーズの情報提供等によるマッチング支援

担い手の育成・確保や農業関係試験場が開発した新技術・新品種の普及、農業者の
経営改善など、協同農業普及事業の実施に関する指針に基づいた普及活動（研修
会919回、講習会1,661回）を展開した。
また、ＪＡ等の関係機関と連携した指導体制の整備を図り、本県農業のスマート化を加
速させた。

千円 千円

細事業名

農業改良普及運営費

農業改良普及事業 部局 農政部

R1年度
決算

R2年度
決算

R3年度
決算

38,011 37,902 34,931

千円千円千円


